シンポジウム
「高等職業教育はコミュニティ・カレッジになりうるか？」

１．日時　2004年10月17日（日）14:45～17:15（予定）

２．会場　九州大学箱崎文系地区キャンパス・中講義室（３００人まで）
３．趣旨

　昨今の教育改革の中で、高等職業教育レベルでの「日本版コミュニティ・カレッジ」の構想が語られている。すなわち、高等教育のユニバーサル化に伴い、国民的なミニマムエッセンシャルとしての職業教育は、いま高校段階から中等後教育段階に委ねられようとしている。他方、１８歳人口の減少とともに、大学および、中等後教育段階の多様な教育機関（短期大学・専門学校・高等専門学校・職業訓練施設など）で、学生募集の困難からさまざまの改革と淘汰のプロセスが展開しており、大きな社会的な関心を呼んでいる。
ここでは、この中等後教育段階の職業教育を、「高等職業教育」として扱っていくことにするが、それは「若者の職業的自立・挑戦」にとって極めて重要な基礎・契機として位置づけられることになる。しかし、各機関の制度上の位置づけは多様で、費用負担原則も曖昧であり、「コミュニティ」の教育機関として展開していくためには、まだまだ多くの議論が必要である。また、１８歳人口以外の成人教育人口をターゲットとするリカレント学習も、社会人へのインセンティブが明確でなく、教育プログラムも、特にこの高等職業教育の機関では社会人にとって学びやすいモジュール構造へ転換していくには、まだ多くの困難が想起される。
　そこで、本シンポジウムでは、「高等職業教育を担う諸機関が、いかにして地域の学習ニーズに対応した職業教育を展開しうるのか」という問いを設定する。若者の自立・挑戦に向けて、日本の高等職業教育諸機関は、日本型の「コミュニティ」のカレッジとして、どのような展開をとりつつあるのだろうか。また、企業や経済社会からこうした諸機関における教育・人材育成への期待はどのようなものとなるのだろうか。そして、われわれは、それぞれの地域社会において、こうした高等職業教育のグランドデザインをどう描いていくのだろうか。主催者としては、各教育機関や企業サイドの観点を踏まえたシンポジストの提案をもとに、フロアとともに、本学会における新たな研究開発領域について、チャレンジングな議論を広げていきたいと願っている。
４． 進行 
1） 司会

：沼口　博 （大東文化大学教授）
2） 趣旨説明
：吉本圭一 （九州大学助教授）
3） シンポジスト

(1) ファーストステージとしての短期大学の展開：舘昭 桜美林大学教授
(2) 専門学校と若者の自立・挑戦支援：小杉礼子（労働政策研究研修機構副統括研究員）
(3) 公共職業能力開発施設とコミュニティ・カレッジ構想：永田萬享 福岡教育大学教授

(4) 企業における高等職業教育への期待と関わり：東陶機器関係者（交渉中）
